
2 年 2 組 数学科授業デザイン 

授業者 田中 慎一  

１．日時・場所  令和元年６月２４日（月）３限 湊山中学校図書館 

 

２．単元名    一次関数 『一次関数とグラフ』 

３．単元の目標  変化や対応についての見方や考え方をいっそう深めるとともに，事象の中から一次関数

を見出し，それを用いることができようにする。 

４．単元の指導計画（全１０時間，本時１／１０） 

   第１，２時（本時） 一次関数       第３，４時    一次関数の値の変化 

   第４～６時     一次関数のグラフ   第７～１０時   一次関数の式を求めること 

５．本時の目標 一次関数のグラフを用いて気候を区分することを知り，その区分の基準を推測する。 

６．本時の学習過程 

学習活動 形態 ○指導上の留意点、☆評価規準【観点】 

１．本時のめあてを確認する。 

 

 

２．共有の課題に取り組む。 

 

 

 

 

 

３．全体で確認し、共有する。 

 

 

 

 

４．ジャンプ課題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．全体で確認し、共有する。 

 

 

 

６．振り返りとまとめをする。 

一斉 

 

 

学習班 

 

 

 

 

 

学習班 

 

 

学習班 

 

 

学習班 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習班 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 座標を平面上に表すことができる。【技能】 

☆ ２つの数量の関数関係を，原点を通らないグ

ラフを引くことで表せる。【見方・考え方】 

〇 折れ線グラフではなく，近似曲線を考えられ

るよう支援する。 

 

 

 

☆ 資料を基に，「樹木が育つかどうか」で区分

分けされていることを予測し，説明する。【見方

・考え方】 

○ 降水量や季節ごとの雨量がなぜ重要視され

るのか，資料では気候ごとの植物について必ず記

載してあるのはなぜか，を考えさせる。 

 

☆ 降水量０の月があれば原点を通り，降水量０

の月がなければ原点を通らないことから，比例で

はないグラフがあり，場合によって使い分けると

簡潔に表さるよさを知る。【知識・理解】 

○ 比例や一次関数のグラフを用いて自然現象

を説明しようとする人類の知恵や，数学の役割に

ついて感得させる。 

２ 図書館の資料から各気候帯の特徴について調べ，また，共有課題のグラフから何を基準として世界

の気候を２つのグループに分けているか答えなさい。 

１ 地球には様々な気候がありますが，いくつかのパターンに分けることができます。 

（１）夏と冬の降水量をもとに，都市 A と都市 B をグラフに記入しなさい。 

（２）熱帯雨林気候を表す範囲を示しなさい。 

（３）サバナ気候を表す区切りの線分をかきなさい。 

めあて：一次関数のグラフを用いて気候を区分することを知り，その区分の基準を予想しよう。 



 


